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株式会社セリオ×梅花女子大学 こども教育学科

【産学連携】放課後児童クラブで
「こどもたちの時間をより充実させる活動プログラム」を企画・実施

放課後（学童保育）施設・設備の不足やサービスのあり方が議論される現代。学生たちにとって今回のコラボは、
その課題と社会的意義をリアルに意識し、学び、そしてまた自らの学びを実践できた場となりました。

※…こどもの利益（例）　・創造力を育む活動　・自主性や社会性を育む活動 など

放課後事業に関して（株）セリオによる講義
↓
施設見学・体験
↓
ゼミ内グループワーク
↓
プログラムの実施
■場所：東佐井寺小学校内　東佐井寺留守家庭児童育成室
■参加者：こども教育学科 4 年生（﨑野温代教授ゼミ）6 名

プログラム実施までの流れ

放課後施設の利用は低学年の利用が中心となっているが、高学年の児童にも楽しんでもらうプログラムを実
施することができ研究の成果を発揮することができた。
プログラムの実施時、こどもたちが集中して話を聞いてくれたことで、今後の自分たちの自信に繋がった。
教育実習とは違い、自然体の自分でこどもたちと関われたことがうれしかった。

参加学生の声

大阪を中心に放課後事業や保育事業、人材派遣・紹介事業を展開する（株）セリオと、梅花女子大学 こども
教育学科 﨑野ゼミがコラボ！ゼミ生たちが放課後支援員の役割を学びながら、こどもの利益（※）につな
がる活動を企画し、吹田市内の留守家庭児童育成室にて、こどもたちと企画プログラムを楽しみました。
ゼミ生たちは、これまで「こども教育のスペシャリスト」をめざし学んできたことをいかし、大型絵本の
読み聞かせや歌唱、リズムゲーム、ダンス、しおり作りなどを企画。本番では１～４年生の児童約60名と
ともに、約3時間のプログラムで盛り上がりました。
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株式会社セリオ×梅花女子大学 こども教育学科

【産学連携】放課後児童クラブで
「こどもたちの時間をより充実させる活動プログラム」を企画・実施

報道関係者様におかれましては、ぜひ、本取り組みをご取材などでお取り上げいただきたく、
お力添えのほど、よろしくお願い申し上げます。


